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行事予定（7月～12月）

■ 7月24日～30日
■ 7月26日～8月1日
■ 7月31日～9月24日
■ 8月2日～9月7日

■ 9月22日
■ 12月27日～1月5日

修士前期定期試験　
学部前期定期試験
修士学外実習
夏期休業
＊教職員夏期一斉休暇は8月5日～20日

後期授業開始
冬期休業

学　事特集　豊田工業大学の寮生活
　 T O P I C S

● 2013年度 卒業式・修了式
● 2013年度 卒業・修了生の進路状況
● 卒業・修了生に聞く 内定獲得の秘訣
● 2014年度 入学式
● 2014年度 入試結果
こんにちは、先輩！
役員一覧・人事紹介
NEWS FILE
2013年度 学校法人トヨタ学園の決算概況
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■ 8月23日～24日
■ 9月3日～4日
■ 9月13日～14日
■ 10月10日
■ 12月4日

オープンキャンパス
半導体プロセス実習・講習会
天樹祭(大学祭)、オープンキャンパス
スマートエネルギー技術研究センターシンポジウム
企業向けオープンラボ
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C
ongratulations

川島浩靖君（愛知県立明和高等学校出身）

トヨタ自動車株式会社 
取締役副社長 須藤誠一氏
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　2013年度卒業式・修了式を3月20
日に、本学講堂にて挙行した。工学
部卒業生は68名（専修プログラム
17名、総合プログラム51名）、大学
院工学研究科（修士課程）修了生は
44名、博士（工学）学位取得者は5
名、計117名が巣立っていった。
　榊裕之学長から、学部代表の小
坂真太郎君（愛知県立国府高等学
校出身）と二村健太君（名古屋市立
桜台高等学校出身）、修士代表の宇
崎良君（兵庫県立小野高等学校出
身）に、それぞれ学位記が授与され
た。また、博士学位についてはDO 
Huy Quocさん（ベトナム出身）、
小林貴幸さん（三菱レイヨン株式
会社）、PATRI Paramita Jayaさん
（インドネシア出身）、CHUAJIW 
Wittayaさん（タイ出身）、XUE 
Xiaoj ieさん（中国出身）の学位
取得が論文題目と併せて紹介さ
れた。
　榊学長は、本学
名誉理事長の豊
田達郎氏の述べ
た「ゼネラルモー
ターズとの合併
会社NUMMI設立
に向けた交渉に
携わり、米国人も
日本人も同じ人間だと感じた」と
いう言葉を紹介し「グローバル化
時代の中で最も頼りになるのは、
誠実さと相互信頼。これだけは堅
持してほしい」と祝辞を贈った。
　続いて、瀧本正民理事長（トヨタ
自動車株式会社 顧問、株式会社
豊田中央研究所 特別顧問）は「現
地・現物でしっかりモノや現場を
観察し、多様な分野の人たちと連
携しながら改善策を考えてほし
い。そして、試してうまくいかな

ければ原因を解析し、さらに改善
を実行し続けることが重要」と激
励した。
　また、トヨタ自動車株式会社 名
誉会長 豊田章一郎氏をはじめと
する来賓の方々を代表し、トヨタ
自動車株式会社 取締役副社長 須

藤誠一氏が祝辞
を述べた。須藤
氏は｢社会では
新しい事象に臨
機応変に対応
し、自分のもの
にする柔軟な思
考と粘り強さが

必要｣とメッセージを贈った。
　卒業生を代表して亀山晃希君
（岐阜県立岐阜北高等学校出身）
は、大学生活での経験と成長を振
り返り、修了生を代表して川島浩
靖君（愛知県立明和高等学校出身）
は、研究に打ち込んだ日々とその
教育環境について謝辞を述べた。
　最後に、学業成績・人物ともに特
に優秀な人物に与えられる「豊田
奨学基金賞」が、清水大河君（トヨ
タ自動車株式会社）と松浦洋航君

2013 年度卒業式・修了式 2013年度卒業・修了生の進路状況

■一般学生の就職先一覧 （人数順、五十音順、★新規）

※社会人学生を除く一般学生のみ

（　）は昨年実績人数

学　部
社会人 一　般 社会人 一　般 留学生 社会人 一　般 留学生

修士課程 博士後期課程

卒業・修了
満了
企業復帰
就職
進学
その他

計

10（8）

10（8）

10（8）

58（82）

25（26）

32（54）

1（2）

58（82）

4（2）

4（2）

4（2）

38（28）

38（27）

0（1）

38（28）

44（32）

2（2）

2（2）

2（2）

1（1）

0（1）

1（1）

1（0）

０（1）

1（1）

1（1）

6（4）

4（0）

0（2）

4（2）

4（2）

■卒業・修了生の進路〈就職は内定状況〉 （名）

■就職
決定率100%達成

（開学以来 100％）

04 vol.90 05vol.90

トヨタ自動車株式会社
株式会社デンソー
株式会社豊田自動織機
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
本田技研工業株式会社
アイシン精機株式会社
矢崎総業株式会社
株式会社ジェイテクト
三菱電機株式会社
トヨタ紡織株式会社

62
40
39
35
35
33
27
20
19
14

企
業
名

トヨタ車体株式会社
フタバ産業株式会社
ダイハツ工業株式会社
豊田合成株式会社
キヤノン株式会社
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社
日本精工株式会社
愛三工業株式会社
株式会社トヨタコミュニケーションシステム
パナソニック株式会社

12
12
11
11
10
10
9
9
9
9

（名）

企
業
名

アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
アイシン精機株式会社
株式会社ジェイテクト
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社
アイホン株式会社★
株式会社アドヴィックス
株式会社アルチザネットワークス★
オーエスジー株式会社★
キヤノン株式会社
株式会社ジェイテック★
株式会社JDE★
ソニーイーエムシーエス株式会社
株式会社トヨタコミュニケーションシステム
トヨタ自動車株式会社
トヨタ車体株式会社
日本発条株式会社
本田技研工業株式会社
三菱ふそうトラック・バス株式会社★
矢崎総業株式会社
公務員（岡崎市役所）★
社会福祉法人新瑞福祉会★

2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

企
業
名

学部（25名）
トヨタ自動車株式会社
株式会社デンソー
三菱電機株式会社
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
株式会社アドヴィックス
矢崎総業株式会社
アイシン精機株式会社
愛知製鋼株式会社★
オークマ株式会社★
オムロンオートモーティブエレクトロニクス株式会社★
河村電器産業株式会社★
株式会社協豊製作所
ＫＤＤＩ株式会社
小島プレス工業株式会社
コニカミノルタ株式会社★
株式会社コベルコ科研★
サンディスク株式会社
株式会社ジェイテクト
ダンロップスポーツ株式会社
中部電力株式会社★
東海理化株式会社
豊田合成株式会社
株式会社豊田自動織機
トヨタ紡織株式会社
株式会社日本総合研究所★
日野自動車株式会社
フタバ産業株式会社
公務員（名古屋市役所）

4
3
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

企
業
名

（名）

修士（38名）

【参考】累計就職先上位 20社（1995年～）

■第一志望
への就職率 68%

　保木井美和さん（株式会社ジェイテ
クト出身：前列左）は、「企業に復帰後
も、女子学生と研究者をつなぐネット
ワーク作りをしていきたい」とこれから
の意気込みを語った。

修了生の言葉

（宮崎県立宮崎大宮高等学校出身）
に授与された。

68（90）



　2014年度入学式を4月1日に挙行
し、学部90名、大学院修士課程32名、
同博士後期課程1名の計123名が入
学した。そのうち、本学と海外の連
携大学の双方で修士学位を取得で
きる「ダブルディグリーコース」に
は、台湾の国立中興大学から
CHANG Chun Yaoさんが入学した。
　榊裕之学長は「大学時代に最も
大事なことは、人に頼らず自ら立
ち、自らを律する “自立と自律”の
姿勢。本学の良さを享受するだけ
の存在ではなく、本学の価値を自
らが主体となり、さらに高める一
員であることを自覚してほしい」
と、期待の言葉を贈った。

　続いて、学校法人トヨ
タ学園 渡部教行常務理
事は「高い志とそれに向かう努力、
好奇心を持って様々なことにチャ
レンジしてほしい」と激励した。
　また、豊田工業大学シカゴ校
（TTI-C）の古井貞熙学長は「今後
は、知識ではなく、“問題を見つけ
る力・解決力・創造力”がより重要
となる。そのための“なぜ？”と思
う意識と“考える力”を身につけて
ほしい」と挨拶した。
　新入生を代表して、学部の鈴木
健太君（静岡県立清水東高等学校
出身）、大学院の渡邊将成君（名古
屋市立名東高等学校
出身）がそれぞれ誓
いの言葉を述べ、こ
れから始まる大学生
活において、勉学や
研究に励もうとする
熱い意気込みを見せ
た。

2014 年度

入学式

 　　　　　　　　　  入試区分 入学定員 募集人員 志願者 合格者 入学者
 一般入試  50 836 329 
 専門高校特別推薦入試（公募制）  若干 0 0 
 「サイエンス・ラボ体験コース」修了者対象推薦入試  若干 0 0 85
 外国政府派遣留学生特別選抜入試 80 若干 0 0 

 社会人入試（含編入学試験）  30 7 5 
 　　　　　（内編入学試験）  （若干） （1） （1） 1

 高等専門学校卒業予定者を対象とする3年次編入学試験  若干 10 8 4
 一般入試   37 31 

32
 学部3年次対象特別選抜入試（飛び級） 

36
 36 0 0 

 社会人入試   2 2 
 ダブルディグリー留学生入学資格審査  若干 1 1 
 夏季入試（2013年7月実施）   0 0
 冬季入試（2013年11月実施） 12 12 0 0 1※

 外国人（海外在住）（2013年度内実施）   2 1 

■2014年度入試結果 （名）

工学部

大学院修士課程

大学院博士後期課程

※2013年10月入学

豊田工業大学シカゴ校（TTI-C）古井貞熙学長

学校法人トヨタ学園 渡部教行常務理事

2013年度も就職決定率100％を達成し、開学以来
100％を維持する豊田工業大学。内定を勝ち取り、春
から新社会人となった2人に、就職活動を振り返って
の成功の秘訣や、後輩へのアドバイスを聞いた。

　私は小さい頃からモノを作る体験が好きでした。また、
自動車にも興味があり、自分も作ってみたいという気持ち
があり、「モノづくり」を担うエンジニアになりたいという目
標を持っていました。
　高専から豊田工業大学へ編入学し、学部3年次の学外実
習では、主に生産技術について学びました。製品検査で不
合格品を出荷してしまい、全点検査も体験するなど、単純

にマニュアル通りにはいかないということを痛感しました。
この経験から、“働く”とはどういうことなのか、イメージで
はなく体感することができました。
　私が内定をいただいたジェイテクトは、「モノづくり」の基
であるマザーマシンと呼ばれる工作機械や、自動車の根幹
機能の一つである「曲がる」機能を担うステアリングを扱う
企業です。モノづくり全体を支える企業であることに魅力
を感じ、その中でも生産技術という生産を支える仕事に就
きたいと考えました。
　それは、現場で製品のチェックを行うなど、「現地現物」の
考え方に近い一方で、生産効率が悪ければ製品の良し悪し
には関係なく会社の利益とはならず、役割の重要性を感じ
ているからです。
　面接では、学外実習で得た生産技術の知識や経験だけ
でなく、これまでに習得してきた力学の知識や、卒業研究
で学んだ熱移動のプロセス解析手法などを伝え、学んでき
たことを就職後にも生かしていきたいという熱意を伝えま
した。自分のことを知らない相手に、短時間で理解してもら
うために、自分の目標とその動機、そして過程と結果を具
体的に伝えることが重要だと感じました。

短時間で自分を理解してもらう

　私は幼い頃から人の命を守る仕事に就きたいと考え
ていました。豊田工業大学に入学した理由も、実用的な
モノづくりに携わり、医療に応用できる素材の研究をし
たいと考えたからです。
　小島プレス工業では、車の内外装製品の形状や素材
を通じ、事故を防ぐ研究開発に取り組んでいます。私が
研究室で学んだナノサイズでの表面分析の手法や材料の

知識を、内装の樹脂製品づくりに生かせること、人の命を
守る製品を世に生み出していることに魅力を感じ、志望し
ました。
　面接では研究紹介、自己PR、就職後にやりたいことはも
ちろんのこと、人の命を守る仕事に携わり続けたいという
強い思いや、人生の多くを過ごす場であるからこそ、女性
として今後どのように仕事や家庭と向き合っていきたいか
などを、正直に伝えました。小島プレス工業では、家庭の和
の上に会社が成り立つという考えのもと、女性でも定年ま
で働ける制度が充実し、私の理想と会社の方針が一致して
いると言っていただけました。
　就職活動を行うことにより、自分を振り返ることができ、
価値観に共鳴できる企業に出会え、社会人になる心構えが
できたと思います。後輩のみなさんも是非この機会に自分
と向き合い、将来についてしっかりと考え、自分のやりたい
ことにマッチする企業を見つけてほしいと思います。

価値観に共鳴できる企業に出会う

TOPICS-2
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卒 業 ・ 修 了 生 に 聞 く
内 定 獲 得 の 秘 訣

加藤　奨大 さん

プロフィール
出　身　校： 国立豊田工業高等専門学校

（愛知県）
内　定　先： 株式会社ジェイテクト
研　究　室： 機械システム分野 熱エネルギー

システム研究室
研究テーマ： 管内流熱伝達において、外表面

加熱の均質性が等熱流束壁
条件に及ぼす影響

学 部

柘植　英里奈 さん

プロフィール
出　身　校： 私立愛知淑徳高等学校（愛知県）
内　定　先： 小島プレス工業株式会社
研　究　室： 表面科学研究室
研究テーマ： 医療応用に向けたナノダイヤ

モンドの物性評価

修 士



　私は1983年に当社へ入社後す
ぐに研究部の配属となり、3年が
経過した時、会社から大学で勉強
（研究）をしてみないかとの話を受
け、豊田工業大学大学院に入学し、
2年間学ぶ機会を得ました。この
ような機会を最大限生かすべく、
また会社に貢献できるよう必ず何
かを身につけて卒業しなくては、
というプレッシャーもありました
が、無事修了することができまし
た。
　修了後は再び研究部に戻り、そ
の後、コネクタの設計担当となり、
コネクタ生産部長、セキュリティ
生技部長を経て、生技センターの
副センター長となり、2013年6月
に執行役員の任命を受けました。
　副センター長として、モノづく
り全般に携わる役目を担い、責任
の重さを感じています。当社がさ
らに成長する未来を描くために
も、お客様の要望に応えるべく、低
コスト化はもちろんのこと、モノ
づくりの基盤となる新製品を支え
る“モノづくり力のレベルアップ”
を図っていきたいと思います。
　会社から豊田工業大学へ行かせ
てもらったことは、私にとって大
きな分岐点となりました。社会人
でありながら勉強に専念すること

ができ、とても貴重な経験をさせ
ていただき、今でも大変感謝して
います。大学院への入学条件の１
つが企業経験3年以上だったこと
もあり、私と同期入学の多くはト
ヨタグループの方々でした。大学
院では寮に入り、2年間寝食を共
にしましたが、皆さん勤勉で、とて
も刺激を受け、多くを学ぶことが
できました。
　何事も一人でやることには限界
があるものです。周囲の頑張る姿
に刺激を受け、時に研究について
意見交換やアドバイスをし合うこ
ともありました。また、お世話にな
った中島耕一先生の研究室では、
ご指導いただいた先生、先輩、学部
の皆さんとともに過ごした楽しい
時間が昨日のことのように思い出
されます。
　当時も今も感じることですが、
相談できる人がいるということ
は、とても心強いものです。周りの
皆さんの存在が私を支えてくれて
いたのだと思っています。人との
つながりこそが、自分を成長させ

てくれ、自分を育ててくれるよう
に思います。
　大学にある豊田佐吉翁の胸像に
は「研究と創造に心を致し、常に時
流に先んずべし」という言葉が刻
まれており、発明を志す者として、
この言葉をしっかり胸に刻んでい
ます。また「障子を開けてみよ、外
は広いぞ」という有名な言葉もあ
りますが、グローバルな視野を持
って仕事に挑みなさいというメッ
セージだと私は受け取りました。
偉人の名言・格言は、時に私たちに
様々なヒントを与えてくれます。
　企業人として開発に携わる者
は、研究すること、勉強することが
仕事ではなく、研究し勉強する中
でモノをつくり出していくことこ
そが仕事です。私は当社がグロー
バル企業として益々成長できるよ
う、今以上に頑張っていきたいと
思います。
　ぜひ、皆さんも仲間を大切に、志
を高く持って輝かしい将来の実現
に向け、ご活躍されることを期待
致します。

1988 年度修了 （第3期生）  
研究室名 材料物性研究室（中島耕一教授）　
現　　職 株式会社 東海理化
 執行役員 
 生産技術センター 副センター長

はやし　  　　しげる

林　茂　さん
Shigeru Hayashi
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こんにちは、 
先　輩  ！

毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を紹介しています。
旧友の方々にとっては良き近況報告、学生・受験生の皆さんに
は、将来のキャリアプランと学生生活を考える機会になれば
幸いです。今回は、1988年度に大学院を修了し、現在は株式
会社東海理化にてご活躍中の林茂さんにご登場いただきます。



■消費収支計算書 （表1）、帰属収入と消費支出の構成グラフ （図1）
当該年度の消費に対応する収入と支出の内容を明らかにし、さらに両者の均衡の状態も表し、私学の財政と経営の状態を知ることが可能。
■資金収支計算書 （表2）
当該年度の諸活動に対応するすべての資金の収入・支出の内容を知ることが可能。
■貸借対照表 （表3）
当該年度末における資産､負債､正味財産（基本金､消費収支差額）の状態、つまり学校法人の財政状態を知ることが可能。

2013年度　学校法人トヨタ学園の決算概況

（表1）2013年度 消費収支計算書 （単位:千円）

①帰属収入合計 3,124,311 3,453,402 329,091

②基本金組入額 △178,958 △467,015 △288,057

③消費収入合計［①+②］ 2,945,353 2,986,387 41,034

④消費支出合計 3,016,144 3,094,104 77,960

⑤当年度消費支出超過額 [③－④] △70,791 △107,717 △36,926

（表3）2013年度　貸借対照表

■2013年度　決算概況

　2013年度は、支出が当初予算を超過する見込みとなったため、年度途
中に補正予算を作成した。
　当初予算と決算との比較では、帰属収入は、予算より3.3億円増の
34.5億円となった。これは主に、政府補正予算による大型受託研究費の
増、および寄付金の増によるものである。
　また、基本金組入額は、当初予算より2.9億円増の4.7億円となった。こ
れは前述の大型受託研究費による設備取得の増および寄付金の3号基
本金への組入によるものである。
　一方、消費支出は、当初予算より0.8億円増の31億円となった。これは
主に、教員採用の前倒し等により人件費が増加したためである。
　この結果、収支差は対予算△0.4億円の△1.1億円となった。
　なお、翌年度繰越消費収入超過額は、5.0億円（大学部門）となっている。

※本学では申し出に応じて財務計算書類の閲覧または写しの交付を行っていますので、希望される方は研究支援部 経理調達グループまでご連絡ください。

部科学省 私立大学戦略的研究基
盤形成支援事業「先端フォトンテク

ノロジー研究センター（センター長：大石
泰丈教授）」のシンポジウムを3月7日に
開催し、98名が参加した。
　本センターは、1997年度に採択され
て以降、17年にわたり4つの研究プロ
ジェクトを推進。2011年度に新たに始
まった「超オクターブフォトニクスプロ
ジェクト」では、超低消費電力ネットワーク
技術構築に必要な光デバイスの実現を
目指し、研究している。
　シンポジウムでは、大石泰丈センター

長をはじめとする5名の研究成果発表と、
39件のポスターセッションを実施した。
また、古澤明氏（東京大学大学院工学系
研究科物理工学専攻 教授）、佐々木進氏
（ＪＡＸＡ 名誉教授）による招待講演を行っ
た。
　古澤氏は、量子情報通信の基礎と、量
子ゲートテレポーテーションを用いた極
限のコヒーレント光通信技術について、
佐々木氏は、宇宙太陽光発電システムの
仕組みと研究の歴史や必要な技術、今後
の研究開発の展望について、それぞれ最
新の研究状況を報告した。

FILE-01

第14回 先端フォトンテクノロジー研究センター 
シンポジウム開催（3/ 7）

１．学校法人が作成する計算書類について
学校法人会計基準に基づいて作成する計算書類には大きく分けて、以下の3種類がある。

２．消費収支計算書について

３．資金収支計算書および貸借対照表について

差　異
（決算－予算）科　目 当初予算 決　算

（図1）帰属収入と消費支出の構成グラフ

消費支出
31.0億円

人件費
13.7億円
（44.2％）

教育研究経費
13.6億円
（43.9％）

管理経費
2.6億円
（8.4％）

資産処分差額
1.1億円
（3.5％）

帰属収入
34.5億円

補助金
5.2億円
（15.1％）

事業収入
5.8億円
（16.8％）

資産運用収入
資産売却差額
1.6億円（4.6％）

雑収入他
0.4億円（1.2％）

学生生徒
等納付金
3.7億円
（10.7％）

寄付金
17.8億円
（51.6％）

（表2）2013年度　資金収支計算書 （単位:千円） （単位:千円）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

368,724
11,244

1,724,420
517,438
154,885

22,175,504
582,761
31,421
85,471

3,023,912
△ 233,336
1,565,931
30,008,375

1,331,152
796,241
233,280
159,451
547,030

23,128,842
3,064,501
△ 185,274
933,152

30,008,375

支出の部収入の部
科　目 決　算 科　目 決　算

 固定資産
　  有形固定資産
　　土地･建物･構築物
　　教育研究用備品
　　図書
　　その他
 　 その他の固定資産
　　長期有価証券
　　引当特定資産
　　その他
 流動資産
　　現金預金
　　有価証券
　　その他
　資産合計

 固定負債
　退職給与引当金
　その他
 流動負債
　未払金
　その他
 負債合計
　第 1号基本金
　第 2号基本金
　第 3号基本金
　第 4号基本金
 基本金合計
 繰越消費収入超過額
 消費収支差額合計
 負債､基本金､
 消費収支差額合計

30,618,380
9,801,028
6,561,558
2,509,175
540,307
189,988

20,817,352
5,132,039
14,147,291
1,538,022
6,441,917
933,152
5,332,974
175,791

37,060,297

365,696
358,068
7,628

283,852
169,347
114,505
649,548

20,499,532
500,000

13,289,223
196,000

34,484,755
1,925,994
1,925,994

37,060,297

負債、基本金、消費収支差額資　産
科　目 本年度末 科　目 本年度末
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新入生と学長の
懇談会を開始

014年度の新入生から、グ
ループごとに榊裕之学長と

英語・日本語を併用して懇談する取
り組みを新たに開始した。榊学長発
案による本取り組みは、全新入生を
対象とし、7人程度のグループごと
に、国際交流スペース（i Plaza）に
て昼食時間も利用し、約90分かけ
て行う。
　懇談会は、初めに学生が事前に
用意した英文での自己紹介を行
う。続いて、榊学長が科学雑誌
「Nature」に本学が掲載された記
事を紹介し、英文でどのように紹介
されているのかを説明の上、学生
が外国人に対して本学を説明する
際の参考にしてほしいと話した。

　また、豊田佐吉翁をはじめとする
科学・技術分野における世界の革
新者たちの残した言葉を英文で紹
介し、学生が和訳を試みながら、討
論を行った。
　参加した学生からは「初めは緊張
したが、あっという間の楽しい時間
だった」との感想が聞かれた。

2

014年度から新たに大学院修士課
程の高度教養科目として開講した

「科学・技術と人間・社会」の第１回目とな
る授業が5月15日に開催された。

2 　第１回目は株式会社デンソー 特別顧
問の石丸典生氏をお招きし、「科学技術
者の務め」と題し人類の永続と幸せのた
めになすべきことについて、企業での豊
富なご経験に基づいた講演と、併せて学
生とのディスカッションを行った。
　本科目は、榊裕之学長の発案により産
業界や学界などで活躍してこられた著名
な方々をお招きし、前・後期の計4回実施
する。
　今後は、瀧本正民理事長、佐藤文隆氏
（宇宙理論物理学者・京都大学名誉教
授）、浜田道代氏（元公正取引委員会委
員・名古屋大学名誉教授）にご登壇いた
だく予定。

FILE-02

「修士課程 高度教養科目」を新たに開講（5/ 15）

榊裕之学長（左）と石丸典生氏（右）

生活で感じる不便さや問題点を、
独創的なアイデアにより解決し、

その内容を3分間にまとめたビデオ発表
により「着眼点・創意工夫・モノづくり・プ
レゼンテーション」の総合力を競うイノ
ベーションコンテストが6月30日に開催
された。
　教務委員長の齋藤和也教授および参
加チーム同士で採点した結果、ペットボト
ルのビニールラベルを分離し処理する装

置を作製したチームが優勝した。
　優勝チームの学生は「専門知識を使う
のではなく、アイデアと低コストを意識し
て作り上げた。仲間とアイデアを絞って作
り上げる楽しさを満喫できた」と語った。

寮

FILE-04

モノづくりによる創意工夫を競う　イノベーションコンテスト開催（6/ 30）

〈ペットボトルラベル分離装置〉
ペットボトルを資源ゴミとして処分する際には、
本体とラベルを分別して処分する必要がある。
この際の手間を解決すべく、内部のカッターで
ラベルを分離し、扇風機の回転部分を活用し
た機構によりペットボトルを送り出し、ラベルと
は別々に各ごみ箱に入る仕組みとしている。



NEWS
新キャンパス

　新キャンパス建設の第一弾となる
「国際交流センター」の着工に先立
ち、地鎮祭を5月12日に執り行った。
瀧本正民理事長、榊裕之学長はじめ、
設計と施工をそれぞれ担う株式会社
久米設計、トヨタT&S建設株式会社
などの関係者約30名が出席した。建
設予定地は、株式会社豊田中央研究
所から新たに購入した本学南側の土

地約2,420㎡。
　外国人留学生やPD研究員などの
宿泊・滞在機能を有し、海外インター
ンシップを予定している修士・学部学
生の語学研修の場、海
外の文化や生活に触れ
国際性を育む場とし
て、2015年3月に完成
する予定。建物内は、交
流スペースと共有のダ
イニングキッチン、個室
ゾーンから成り、自然に
コミュニケーションが
生み出されることを企
図した配置となってい
る。

　瀧本理事長は「学内外の協力を得
ながら国際的に活躍できる技術者・研
究者を育成できる施設を目指したい」
と挨拶した。

国際交流センター
地鎮祭開催（5/12）

敷地面積：約2,420㎡／建築面積：約1,400㎡／延床面積：約3,500㎡
寮室（ドクター 19.8㎡）：46室（南側1-3階）
寮室（ポストドクター・シングル 22.5㎡）：15室（北側1-2階）
寮室（ポストドクター・ファミリー 43.3㎡）：4室（北側3階）
寮室（ゲスト 33.4㎡）：4室（北側3階）
短期宿泊スペース（語学研修用）：男女各1室（北側2階）

【国際交流センター概要】

編
集
後
記

3月に放送されたテレビドラマ「ＬＥＡＤＥＲＳ」を観て、トヨタ自動車の創業期において奮闘した先人たちの姿勢には、我々も
学ぶことが多いと改めて感じさせられました。新キャンパス建設工事もいよいよ始まる中、この度ADVANCEもリニュー
アルを行いました。本学の取り組みをより分かりやすくお伝えできるよう、たゆまぬ改善を行っていきたいと思います。

瀧本理事長に表彰される成清辰生教授（左）

豊田奨学基金　研究賞

完成度が高く、学術あるいは技術の発展に寄与するところが大きく、大いに社会に
貢献すると認められる研究に対し、その業績を顕彰することを目的として授与する。

受賞者 研究テーマ 受賞理由

成清 辰生 教授
（制御システム研究室）

非ホロノミックシステム
の非線形および適応制
御理論の構築

制御理論の高度化とその実証の
研究に一貫して取り組み、卓越し
た研究業績を上げている。

■研究業績賞

将来の研究進展が大いに期待される萌芽的研究を行った教員およびポストドクト
ラル（PD）研究員に対し、その業績の顕彰、研究推進の奨励を目的として授与する。

受賞者 研究テーマ 受賞理由

山方 啓 准教授
（量子界面物性研究室）

時間分解赤外分光法を
用いた触媒表面反応の
解析

光触媒の動作機構を明らかにす
るために、光パルスで励起した後
の触媒の赤外分光特性を計測し、
独創的な知見を得てきた。

■研究奨励賞

学　内

学　外

受賞名 受賞者 研究室
日本機械学会畠山賞（学部）
日本機械学会三浦賞（修士）
計測自動制御学会中部支部賞
電気学会東海支部長賞
精密工学会東海支部学生優秀賞

小坂 真太郎（愛知県立国府高等学校出身）
酒井 英匡（私立名城大学附属高等学校出身）
清水 大河（トヨタ自動車株式会社）
清水 大河（トヨタ自動車株式会社）
小坂 真太郎（愛知県立国府高等学校出身）

固体力学研究室（学部4年）
機械システム分野 熱エネルギーシステム研究室（修士2年）
制御システム学研究室（学部4年）
制御システム学研究室（学部4年）
固体力学研究室（学部4年）

国際交流センターCGパース 交流スペースイメージ
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